
令和３年１０月 球陽 SSH 活動記録 

 

・球陽中学３年生 課題研究 中間報告会を実施しました(2021.10.6.水)                   

ポスター形式で発表を行いました。これまでの研究の成果を発表し、今後の活動計画を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

・先端科学研修(地学)オンライン実施(2021.10.7.木)                               

タイトル「地球科学研究の最前線-琉球弧の地質とテクトニクス」 

琉球大学理学部の古川昌英教授にご講義して頂き，生徒 19 名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

・先端科学研修(数学)オンライン実施(2021.10.8.金)                                                 

タイトル「解の公式とその先」 

琉球大学教育学部の山城康一准教授にご講義して頂き，生徒 56 名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

・先端科学研修(生物)オンライン実施(2021.10.11.月)                                                  

タイトル「未来を創る基礎教養としての進化論 生物と人間社会を正しく認識するために」 

琉球大学大学院教育学研究科の杉尾幸司教授にご講義して頂き，生徒 68 名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

・球陽高校 SSH 探究シンポジウムをオンラインで実施しました(2021.10.19.火) 

 沖縄県の教員や教育センターの職員，県外の教員（京都，熊本，埼玉，東京），琉球大学，

民間企業の方々に参加して頂きました。プログラムは以下のとおりです。 

 ・基調講演「第四次産業革命と STEAM 教育」 

 ・SS 理数探究Ⅰ授業体験会 

 ・分科会 テーマ①「探究活動がより深まる仕組みづくり」・テーマ②「探究活動の指導と評価について」 

 

・国際探究Ⅱ研究発表会を実施しました(2021.10.20.水)                                  

 3 年生 9 名が職員対象に国際探究Ⅱの研究発表会を行いました。 

発表タイトル「インド人女性の差別を減らすには」「韓国料理と日本」「少年法-どこまで守られるべきか」 

        「日本人男性が化粧をしやすくするためには」 

 

・SS 理数探究Ⅰ 沖縄科学技術教育シンポジウム(OASES)に参加しました(2021.10.26.火)                        

 沖縄科学技術教育シンポジウムがオンラインで開催され，本校から 2 年生は研究発表を行い，1 年

生は大会に参加しました。発表した研究テーマは以下の通りです。 

 ・紫外線と鉄錯体を利用したケイ素結合特性の解明 

 ・タテハチョウの眼状紋における焦点白色斑の多様性 

 ・ガジュマルコバチ以外にも送粉コバチはいるのか 

 ・マングローブによる河川の水質変化 

 ・効率的な畜舎管理を可能にし子牛が好むベッドの開発～アニマルウェルフェアと家畜管理の両立～ 

 ・クラスレートハイドレートを使った海水の淡水化の研究 

 ・沖縄県にミミズは何種類いるのか 

 

・SS 理数探究Ⅱの中間報告会をオンラインで実施しました(2021.10.28.木)                              

 今年度はコロナ禍のため，オンラインで運営指導委員とつないで中間報告会を実施しました。 

 また，県内の中学生もオンラインで見学してもらい，科学に対する興味関心を高めてもらいました。 

 

・第 2 回 SSH 運営指導委員会をオンラインで実施しました(2021.10.28.木)                              

 中間報告会後，オンラインで運営指導委員会を実施しました。 

 議題は以下のとおりです。 

① １０月以降の活動計画 

② 次年度以降の活動に向けて 


